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　御社の概要についてお聞かせください

酒井 ： 当社の創業家である酒井家は、元々江戸時
代に生活用品をつくる鍛冶屋の家系でした。
　明治時代には「酒井工場」を創設し、そこで『煙草
細刻機械』を発明しています（写真1）。そして、当
時の専売局が煙草刻機械を統一するため全国業者
品評会を開催した時には、最優秀金賞を受賞しまし
た。この受賞により、私の先祖が発明した『煙草細
刻機械』は、専売局によって全国に普及していき、こ
れが近代化の中での産業に関わる初めての出来事
になっています。
　昭和の時代に入り、私の祖父は三男ということで
独立し、1933年に東京都品川区で機械設計を行う

「酒井精機製作所」を開設しています。その後、大
田区に工場を移転し、軍事関連工場などに部品など
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ものづくり力を活かした
脱臭除菌装置のオリジナルブランドを立ち上げ
 〜「光触媒」と「深紫外線」のダブル清浄でクリーン空間づくりに貢献〜

を納入していましたが、1945年の空襲で工場を焼
失しました。そのショックから祖父はやる気を失って
しまい、代わり私の父が入学したばかりの大学を中
退し、1947年に「太陽塗装工業株式会社」を同じ
大田区に設立したのが当社のスタートになります。
　その後、1951年に社名を「太陽工業株式会社」
に改称し、プレスと塗装業を中心とする事業を展開
しました。1962年には、東京都八王子市の石川
工業団地に八王子工場を建設し、そこでは主に塗
装板金業を行っていましたが、のちに産業用プリン
ト配線基板の製造をスタートさせ、日本経済の高度
成長とともに電子部品業界で業績を伸ばしてきまし
た。
　1965年には、現在の社名である「大陽工業株式
会社」に改称し、分社化を積極的に進めていきまし
た。多い時には、20数社ほどのグループ会社が存
在しましたが、吸収合併などにより現在は15社ほど
で、そのほとんどが電子部品関連と電子装置の開発
関連の会社になっています。
　また、工場に関しては八王子工場のほかに埼玉県
羽生市にも工場を設置しており、八王子工場では板
金／塗装と装置の組み立てなどを行い、プリント配
線基板関連は羽生工場で行っています。
　そして、2003年には社内カンパニー制をスター
トさせ、現在は八王子事業所を拠点とする「FS装置
カンパニー」と、羽生事業所を拠点とする「プリント
回路カンパニー」の2つのカンパニーで事業を展開
し、3年前には創業70周年を迎えています。
　その中で「FS装置カンパニー」においては、初め
ての試みであるメーカーとしてのオリジナルブラン
ドを立ち上げており、現在はブランド力の強化に向
けた取り組みを色々と進めている状況です。

　「FS装置カンパニー」の概要とブランド
　立ち上げの経緯についてお聞かせくだ
　さい

酒井 ： 「FS装置カンパニー」は創業以来続いている
板金／塗装事業と、装置の設計／組み立てを中心と

した事業を展開し、その他に商社的立場で微小電流
センサの取り扱いも行っています。
　市場に関しては、眼鏡関連の分野からスタートし
ていますが、基本的にはサプライヤーチェーンの中
に組み込まれるような立場だったので、ユーザーと
なられるお客様にご指導いただきながら様々な装置
や工場の大きな設備などを手掛けていき、メカトロ
ニクス関連の事業に発展させています。色々と苦
労もしましたが、そこでノウハウや実績をつけていき
ました。
　しかし、これまでの仕事はすべてお客様主導で仕
様が決められているOEM形式で、我々はその仕様
を忠実に実現するスタイルをずっと続けていまし
た。そのような中で、今まで培ったノウハウを活か
し、自社ブランドの製品を開発できないかと考える
ようになりました。
　そこで、まずは電力を削減する省電力機器の開発
を進めていきましたが、最初に開発した製品は他社
のコア技術を活かしたもので、本当の意味での自社
ブランド製品ではありませんでした。ただ、これが
きっかけとなり、本格的な自社ブランド製品の開発
にチャレンジしていきました。
　そして初めは、以前ある研究機関に在籍されてい
た方と一緒に血液凝固検査装置の開発をスタート
させ、メカトロニクス関連の市場だけでなく、医療関
連の分野にも参入していきました。しかし、医療器
に関しては非常にハードルが高く、製品化には長い
年月を要することが分かってきました。そのため、
血液凝固検査装置の開発と並行し、新たに光触媒を
ベースとした脱臭除菌装置の開発をスタートさせま
した。光触媒に関する技術は、以前光触媒を専門に
研究されている会社と光触媒を応用した装置の開
発を共同で行ったことがあり、そこで知識やノウハウ
などを蓄積していたので、独自に進めることができ
ました。
　これら自社ブランド製品の開発については、すべ
て国や東京都の助成金を利用させていただいてお
り、そういった開発費の調達から色々と学んでいき、
今まで取得したことのない特許の出願にもチャレン
ジしています。
　そして、昨年メーカーとしての初ブランドとなる
“MIKAZE（光風）”を立ち上げ、今年の6月にブラン
ド第1号のLED脱臭照明『MKZ-LSN30』をリリー
スしています（写真2）。“MIKAZE（光風）”という
ブランド名は、臭いや菌といった目に見えない敵に、
目に見えない光触媒の「光」とファンの「風」を送り
込んで立ち向かうというか、不活性化させる意味合
いから、「光」と「風」と書いて“MIKAZE”というブラ
ンド名になりました。
　また、この製品を2020年度グッドデザイン賞に
応募したところ、「脱臭／除菌／ウイルス除去、LED
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写真1　八王子事業所内に展示されている『煙草細刻機械』
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照明という必要な機能を新たなものを増やすことな
く統合した点」が評価され、初めてのチャレンジでは
なかなか難しいとされているこの賞を受賞していま
す。

　今回発売されたLED脱臭照明『MKZ-
　LSN30』の概要や特徴などについてお
　聞かせください

酒井 ： この製品は、LED照明に脱臭／除菌／ウイ
ルス除去機能を搭載した天井取り付け型の脱臭装
置です。
　天井に設置して室内の空気を本体下部吸引口よ
り吸引した後、搭載された光触媒フィルタによる強
い酸化力が優れた分解能力を発揮するとともに、
その後同じく搭載されている深紫外線LED（波長
275nm）が照射されることにより、光触媒で処理し
きれなかった「細菌を除菌」、「ウイルスを不活性化」
し、浄化されたクリーンな空気を室内に戻していき
ます（図1）。分かりやすい説明としては、「装置内
で空気を洗って外に出す」というイメージで、大きな
ポイントは「光触媒」と「深紫外線」のダブルで清浄
処理する点であり、エビデンスもしっかり取っていま
す。
　また、「なぜ天井取り付け型にしたのか」というと、
我々は後発という立場でもありますし、市場を見て
もリビングルームやある程度の広い空間は、すでに
多くのメーカーが市場に参入しており、あえてレッド
オーシャンにいくこともないと考えました。そこで、
ブルーオーシャンはどこにあるのかとリサーチした
ところ、むしろ狭い空間では空気清浄器などは邪魔

で電源も取りにくいため、製品自体もほとんどない
ことが分かりました。
　たまたま天井を見ると電球があり、電源もそこか
ら取れるのではと考え、このアイデアをもとに開発
をスタートさせました。ただ、開発プロセスで5年
ほどの期間を要していたので、その間に競合する
メーカーが存在し始め、製品的にも先にリリースさ
れていました。しかしながら、性能的にはまったく引
けを取りませんし、それを全面に出していこうと思っ
ています。
　主な特徴としては、1台で1〜3畳の頻繁に換気
のできない小空間の空気番として、24時間活躍す
ることができ、取り付けも天井の電球ソケット（E26
口金形状）に取り付けるだけの簡単設置ですぐに使
用可能です。空気そのものを取り込んで浄化する
ため、芳香剤や消臭剤などの噴霧／残留がなく、ア
レルギーや副作用の心配もない安心／安全な空間
を提供します。照明は、利用シーンに合わせて明る
さ切り替え（60／30W相当）が可能で、電球色と
昼光色の2色から選択することができます。
　さらに、人感センサを搭載しているので、スイッチ
へ触れずに自動点灯することと、照明の消し忘れの
心配がなく、滞在時間の短いトイレや玄関などでの
使用に適しているといったことが挙げられます（写真
3）。

　今後の展開についてお聞かせください

酒井 ： “MIKAZE”ブランドの脱臭除菌装置につい
ては、現状1〜3畳といった狭い空間をターゲット
に事業を展開していますが、今後は多くのメーカー

が展開しているリビングクラスの10〜12畳を上
回る、大規模な空間をターゲットにしていきたいと
考えています。大規模な空間も、参入しているメー
カーがほとんど存在していない状況なので、狭い空
間と大規模空間といった両極端の市場で事業を展
開する予定です。
　現在開発中の大規模空間向け製品は、約100畳
の空間を1時間程度で清浄処理することを想定し
ています（写真4）。また、LED脱臭照明と同様で
人体に有害な物質の使用や発生がなく、安心／安全
に使用できます。さらに、大型ブロア搭載で大風量、
可搬型で移動も容易にできます。構造はユニット式
で、通常は2ユニットを装備（脱臭／除菌標準型は
HEPA（光触媒）フィルタ、UV-光触媒方式×1ユニッ
ト、活性炭吸着フィルタ×1ユニット）しており、使用
するシーンに合わせて清浄方法や清浄能力（UV-光
触媒方式ユニット装備数（最大2ユニット））を選択
でき、性能面の応用が色々と可能です。（除菌特化
型、脱臭特化型など）この部分が当社の特許技術に
なっており、オプションなども色々と用意していきま
す。
　現在は試作品段階ですが、2020年末をメドに製
品化を目指しています。このような、空間清浄を通
してブランド製品を広めることにより、社会貢献にも
繋げて行けたらと思っており、セカンド、サードといっ
た製品開発も色々計画している状況です。
　それから、元々の母体事業である板金／塗装と装
置組み立てのベースがあったからこそ、このような
オリジナルブランドにもチャレンジしていけたと思い
ますので、これからもベースとなる技術を大事にし
ながら新しい製品を自社の力で開発していき、全体
で相乗効果を出せる形にして企業の価値を高めた
いと考えています。
　今後も、社会に必要とされる企業を目指して、も
のづくりやサービスの事業を展開していきます。

　本日はお忙しい中ありがとうございました。
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U   R   L  ：
事業内容 ：

東京都品川区
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高密度高多層プリント基板設計製造、板
金／塗装並びに医療用電子機器およ
び精密機器の組立、微少電流センサ各
種取扱いの代理店、デマンド・コントローラ

『NaCoa（ナコア）』販売。
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写真2　LED脱臭照明『MKZ-LSN30』
写真3　LED脱臭照明『MKZ-LSN30』の設置例

（昼光色／電球色）

写真4　現在開発中の可搬型脱臭除菌装置試作品イメージ

図1　LED脱臭照明『MKZ-LSN30』のしくみ


